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	原理等
	股関節内に埋め込むことにより股関節の代用として機能する。
	1)任意のアプローチにて展開を行い、骨頭を脱臼させる。
	2)骨切りガイドを用い、大腿骨頚部の切除を行う。
	3)寛骨臼を露出する。
	4)患者の寛骨臼の状態に合わせて、適切な手技を用い、寛骨臼カップを設置する。本品は、固定にセメントを使用するため、骨セメントの使用方法、使用上の注意等に従って適切に骨セメントを使用する。
	5)トライアルを使用して、適切なサイズを選択し、セメント注入後カップ設置を行う。
	6)適切な措置を行った大腿骨髄腔に最適なサイズのステムを挿入設置する。
	7)固定に骨セメントを使用するステムの場合は、その骨セメントの使用方法、使用上の注意等に従って適切に骨セメントを使用する。その際、センタライザーとボーンプラグは毎回使用することを強く推奨する。
	8)大腿骨頭を適切な方法でステムテーパー部に装着し、整復を行う。ステムテーパー部分に血液その他汚損がある場合、大腿骨頭がステムに固定できない場合があるため、ステムテーパー部分の洗浄を維持しながら固定する。
	9)閉創。

